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自由民主党千葉県議会議員会 

◎令和７年度千葉県当初予算のあらまし 

 令和７年度千葉県当初予算については既

に新聞報道等で明らかになっておりますが

次のとおり原案可決されました。 

 一般会計が前年度比０．２％減の総額２

兆１０４２億円。３月に知事選挙が行われ

る関係から、義務的な経費や継続事業が中

心の「骨格予算」として編成されました。 

 一般会計歳入のうち、県税収入は約６３

９億円増額の９９９１億円で前年度比８．

８％増。法人２税（法人事業税・法人県民

税）は２００３億円と約１６６億円増で、

個人県民税は３０９３億円と約１７９億円

増。地方消費税は３２６４億円と約２８１

億円増になる見込みによります。 

 また地方特例交付金は３７億円と１８３

億円減、地方交付税は２２９０億円で２４

０億円減、国庫支出金は１７７８億円と１

４８億円増と見込んでおります。 

 繰入金は９２９億円と約３２億円増、諸

収入は中小企業振興資金の感染症対応特別

資金償還が進むことから３２７９億円と約

４１３億円減、県債は９８０億円と約２１

６億円減、建設地方債９８０億円は公共工

事等、継続中の工事や工程上、年度当初か

らの着手することが必要な事業を中心に計

上されており、臨時財政対策債は皆減（０計上）となっております。 

 一般会計歳出では、人件費が５３５９億円で約７５億円増、物件費が４５４億円で

約２５億円増、社会保障費が高齢化の進展や障害者福祉サービス利用者の増、保育士

等の処遇改善の実施などから３７２８億円で約１６５億円増、投資的経費が公共事業

等について、継続中の工事や、工程上、年度当初からの着手することが必要な事業を

中心に計上したことから１８１２億円で約３５１億円減、負担金、補助金、交付金な

どのその他消費的経費は７０５４億円で、県税収入の増に伴い税関係交付金が約３３

５億円増額になる一方、中小企業振興資金の感染症対応特別資金償還が進むことから

貸付金が３７４億円減額となり、全体では約６８億円減となります。 

 公債費は２３２９億円と約２億円増、積立金は１９３億円で約１１０億円増、繰出

金は２２億円で約７億円減、予備費は前年度と同額で１０億円となっております。 
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◎令和７年度千葉県当初予算の主な新規事業 

 次に令和７年度千葉県当初予算の主な

事業についてですが、７つの項目に大別

して事業化されております。 

 １つ目が「危機管理体制の構築と安全

確保」で、災害から県民を守る「防災

県」の確立の事業として、被災者支援シ

ステム運用事業に８１００万円。他に防

災基盤の整備や暮らしの安全・安心の確

保の事業があります。 

 ２つ目が「千葉経済圏の確立と社会資

本の整備」で、農林水産業の振興の事業

として、稼げる農業の推進に１６億９２

３０万円。他に経済の活性化や社会資本

の充実とまちづくりの事業があります。   

 ３つ目が「未来を支える医療・福祉の

充実」で、医療提供体制の充実と健康づ

くりの推進の事業として、小児診療対応

医師確保総合対策事業に１６７０万円。

他に高齢者福祉と障害者福祉の充実の事

業があります。 

 ４つ目が「子どもの可能性を広げる千

葉の確立」で、子育て施策の充実と教育

施策の充実の事業があります。 

 ５つ目が「誰もがその人らしく生き

る・分かり合える社会の実現」で、多言

語コールセンター導入事業に２００万円

などの事業があります。 

 ６つ目が「独自の自然・文化を活かし

た魅力ある千葉の創造」で、千葉の魅力

の向上と活用と環境の保全と豊かな自然

の活用、千葉の特徴・歴史を生かした文

化・スポーツ振興の事業があります。 

 ７つ目が「暮らしを豊かにするデジタ

ル技術の効果的な活用」で、就学のため

の給付金における電子申請の導入に３５

６４万円などの事業があります。 
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※県政・市政に関するご相談・ご意見・ご提案などお気軽にご連絡下さい。 
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